
1 

令和元年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人室蘭工業大学 

 

１ 全体評価 

 
室蘭工業大学は、①国際的に通用する理工系人材の育成、②科学技術の知の創造と学術

研究の推進、③北海道地域の中核拠点として、地域の活性化と発展に寄与すること等、３

つの目標を掲げている。第３期中期目標期間においては、①において学士課程では創造的

な科学技術者、大学院博士前期課程では高度な科学技術者、博士後期課程ではイノベーシ

ョン博士人材を育成すること、②において航空宇宙機システム分野及び環境分野を中心に

ものづくり産業と学術研究を推進し、その成果を世界に発信する知の創造の拠点を形成す

ること、③において自治体や地域企業と多分野にわたる産学官金の連携を進展させ、地域

が必要とする人材を輩出することを基本的な目標としている。 
この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、長期的な視野に立った北海道の将

来像とそれを実現するための研究戦略「北海道MONOづくりビジョン2060」を策定するな

ど、「法人の基本的な目標」に沿って計画的に取り組んでいることが認められる。 
 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、令和元年

度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 
○ 学士修士一貫教育プログラムでは、学部卒業研究への早期着手や博士前期課程科目の

先取履修によりできた時間を活用し、海外で行われる学会等の国際会議や大学における

研究活動に参加し、海外におけるプレゼンテーションを経験させるため、学士修士一貫

教育プログラム学生を対象とした「海外派遣支援制度」を新たに創設し、学部４年次１

名、大学院博士前期課程３名を派遣（韓国、中国、米国）している。（ユニット「理工系

人材の育成」に関する取組）  
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化  ○     

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでおり一定の注目事項がある 

（理由） 年度計画の記載17事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、一定以上の注目すべき点が

あること等を総合的に勘案したことによる。 
 
 令和元年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 地域に貢献する長期研究戦略ビジョンの策定 

40年後の北海道の姿を大学の教員自らが描き、そこからバックキャストして大学が科

学技術でどのように地域に貢献していくかをまとめた、長期的な視野に立った北海道の

将来像とそれを実現するための研究戦略「北海道MONOづくりビジョン2060」を策定し

ており、令和２年度から本取組を加速するために未来創造推進経費を新たに創設し、本

ビジョンで掲げた研究課題の学内公募を予定している。 
○ RPAの導入 

事務の効率化を図り、定型業務から本来取り組むべき大学の課題解決へ業務をシフト

するために、RPAツールを導入し、学務系や経営企画系業務において、一部定型業務の

自動化を実現したことで63時間の作業時間削減につなげている。 
○ 年功序列によらない執行部体制の構築 

競争力強化に向け、グローバルな研究や優れた留学生の確保に力を入れるため、米国

や中国の専門家らとの共同研究を積極的に行った実績を持つ優秀な若手30代外国人教授

を副学長に加え、年功序列ではなく実績等に基づいて執行部体制を強化している。 
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（２）財務内容の改善に関する目標                         
①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載６事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
 
 令和元年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 共同利用機器に係るコスト分析の実施 

共同利用機器・設備群の再編、学内外の共同利用の促進と集中管理による経費抑制に

活用するため、分析・計測機器等研究基盤設備のライフサイクル・適切な更新・廃棄を

実施する際の判断材料として、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構との共同プロ

ジェクト事業により、共同利用機器のコスト分析を実施している。 
 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載２事項全てが「年度計画を上回って実施している」と認められ

ること等を総合的に勘案したことによる。 
 
 
 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載12事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
 令和元年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
 
○ 地域共育プラットホームを活用したアントレプレナーシップコースの開始 

地域志向科目プログラム構築支援、経営者等企業人の講師派遣制度、地域課題解決型

授業への課題提供等による、大学と企業・経済界・自治体共同による地域人材育成の仕

組み「地域共育プラットホーム」を活用して構築した地域志向科目「北海道産業論」に

おいて、令和元年度から新たにアントレプレナーシップコースを開講している。地元企

業の２社が課題を提示し、その課題を解決する方法を学生が考察している。参加学生は、

企業から提示された課題の解決方法を自ら構築し、プレゼンテーションを行い、それら

の取組を学外のイベントで発表を行うなどモチベーションのアップにつながっている。 
 

 


